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・１人は、 119番
・１人は、熱中症救護袋・
水道水(注水用ホース )等を準備

・１人は、周囲整理と搬送導線の確保

・熱中症救護袋を広げて設置
・罹患者を無理なく寝かせる
・頭部・気道を確保し、呼吸しやすい姿勢を保つ
・靴を脱がせて、被服で締め付けられている
部分を緩める (空調服などは脱がします )

④熱中症救護袋を準備

・首の下～体幹・四肢を中心に冷却
・耳の下を目安に浸漬し、頭部は水面上に保つ
・冷却中も意識・呼吸・表情を継続観察

⑤水道水で浸漬冷却

・会話の変化、反応、震え、苦痛の有無を確認
・必要に応じて排水し、姿勢を調整
・嘔吐時は気道確保を優先

・発見時刻、冷却開始時刻、症状の変化を記録
・可能であれば飲水歴、運動歴、既往歴も整理
・救急隊到着まで冷却と観察を継続

・発見状況、意識レベル、症状経過を報告
・冷却方法、冷却開始時刻、排水対応の有無を共有
・搬送時は、安全確認の上、指示に従って引継ぐ

③ 119番通報/役割分担

②初期評価
・意識、呼吸、脈、会話の可否を確認
・自力歩行の可否、汗の有無、体の熱感を確認
・重症が疑われる場合は救急要請を最優先

①罹患者を発見
・顔色不良、ふらつき、反応低下、けいれん
倒れ込み、頭痛等を確認

・周囲の安全を確保し、複数名で対応開始
・日蔭、冷房下など安全な場所へ移動
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⑥冷却中の観察・対応

⑦救急隊到着まで継続

⑧救急隊へ引継ぎ

①発見時刻 ②症状 ③意識・呼吸の状態 ④冷却開始時間 ⑤対応内容 ⑥変化の経過

熱中症救護袋を活用した救護フロー
罹患者発見から救急搬送への引継ぎまで
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